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発 足 昭和38年2月、5市合併により誕生
面 積 491.71k㎡
人 口 910,516人(R6.6.1時点)
世帯数 439,660世帯

北九州市の概要



公共交通を取り巻く厳しい環境

７割減
2001～2023年

79路線、205㎞の

バス路線が廃止

2001～2023年

79路線、205㎞の

バス路線が廃止

少子高齢化少子高齢化
路線廃止路線廃止

運転手不足運転手不足

自動車の普及自動車の普及

人口減少人口減少

公共交通は危機的な状況公共交通は危機的な状況

1965年 2023年
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北九州市の移動手段の確保に向けた取組み
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需要の減少
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おでかけ交通 ～地域・交通事業者と連携した生活交通～

【おでかけ交通とは】

公共交通空白地域において、地域住民の日常生活や外出を支援する生活
交通を確保するため、住民・タクシー事業者・市の連携により、一定の採
算性の確保を前提に、タクシー事業者が、ジャンボタクシーや相乗りタク
シーなどを運行するもの

【公共交通空白地域とは】

鉄道駅から500m以上、かつ

バス停から300m以上の地域

枝光やまさか乗合ジャンボタクシー
（平成12年から運行開始）



生活交通の確保＋商店街の活性化に寄与

住民の高齢化
大型商業施設の開店

八幡東区枝光地区

官営八幡製鉄所の創業により
・道路が狭隘な傾斜地に住宅地が形成
・住宅地下の平地に商店街が発展

枝光やまさか
乗合ジャンボタクシーの誕生

製鉄所本事務所の移転
＆製鉄所の合理化

1900年代

1990年代

住宅地・商店街
ともに衰退の危機

2000年(H12)

３者の連携により運行を継続（官民連携）

⇒枝光地区を皮切りに現在１０地区で運行中！

地域住民地域住民

北九州市北九州市交通事業者交通事業者

・・・

【官民連携事例】おでかけ交通（交通空白地解消）



公共交通空白地域：鉄道駅から500メートル以上、かつバス停から300メートル以上の地域に設定

北九州市の交通空白予防・解消の現状



交通事業者の声
・ 運転手の確保が最優先の課題である
・ タクシー運転手は、コロナ以降で900人減少
・ バス運転手は、現在50人不足

減 便路 線 廃 止

時間帯空白
（ 夜 間 ）

供給不足

バ
ス

タ
ク
シ
ー

運
転
手
不
足

予防が急務

◆地域公共交通は、利用者の減少、燃油価格高騰、運転手不足の深刻化により厳しい状況

西鉄バス
北九州

北九州
市営バス

北九州
タクシー協会

北九州市

起こりうる懸念

第一交通産業

交通空白
発生・拡大
交通空白
発生・拡大

運転手不足による交通空白発生の懸念



国土交通省の事業採択

令和７年４月２８日、 交通空白解消に向けた「北九州モデル」 が

国土交通省「交通空白」解消緊急対策事業に採択

令和７年４月２８日、 交通空白解消に向けた「北九州モデル」 が

国土交通省「交通空白」解消緊急対策事業に採択

北九州市

連携協力
 ・運転手確保

 ・利便性向上
 ・人事交流 等

官 

交通空白解消等「北九州モデル」推進会議 設立

交通事業者 等

民 

＜実施体制＞

令和７年６月１６日

「交通空白」解消パイロットプロジェクトに選定

令和７年６月１６日

「交通空白」解消パイロットプロジェクトに選定



共同会見（令和７年５月７日）

北九州市 ・ 西鉄バス北九州㈱ ・

共同会見（令和７年５月７日）

北九州市 ・ 西鉄バス北九州㈱ ・

西鉄バス北九州㈱
代表取締役社長

北九州市長 北九州タクシー協会会長
第一交通産業㈱
代表取締役社長

交通空白解消に向けた「北九州モデル」キックオフ！

(一社)北九州タクシー協会
第一交通産業㈱
(一社)北九州タクシー協会
第一交通産業㈱



実施内容

① おでかけ交通に 「地域人材活用」

② おでかけ交通の利便性向上

③ 業界を超えた運転手募集

交通空白解消に向けた「北九州モデル」



北九州市
（支援）

交通事業者
（運行主体）

① おでかけ交通に 「地域人材活用」

北九州
タクシー協会

北九州市

運転手不足により
事業者が見つからない

運行事業者
推薦依頼

このままでは
路線維持・事業継続が困難に

おでかけ交通おでかけ交通の導入時・・・



① おでかけ交通に 「地域人材活用」

交通事業者交通事業者

北九州市北九州市

②採用試験・教習②採用試験・教習

①地域で運転手を募集①地域で運転手を募集
NEW 一連の取組みは

「九州初」
一連の取組みは
「九州初」

地域住民地域住民

③おでかけ交通に乗務③おでかけ交通に乗務

これまで交通事業者だけでは手が出せなかった“地域”に対しても呼びかけを実施

一連の取組みは
「九州初」

一連の取組みは
「九州初」
一連の取組みは
「九州初」

一連の取組みは
「九州初」

→ 地域貢献の意識向上



募集チラシ（表面）

① おでかけ交通に 「地域人材活用」 （募集チラシの一例）

募集チラシ（裏面）



③ 業界を超えた運転手募集

タクシー
事業者

西鉄バス

事 業 者 独 自 の 取 組 み

市営バス

業界一体のプロモーション活動

運転体験会、企業説明会、募集案内（HP掲載） など

事業者間 ノウハウ共有

北

九

州

市

モノレール

連
携
を
主
導

◆ドライバーといった業界全体の魅力のアピール
◆運転手を希望する人々への、就職先の選択肢の拡大
◆相乗効果による業界全体の意欲向上



イベントイベント

バスの運転体験
タクシーの操作体験

交通業界全体の
魅力・やりがいを聞く
現役ドライバーとの交流

運転手の全体数を底上げ

交通モードを問わず展開

など

交通業界の課題である運転手不足に行政も積極的に関与

NEW

交通業界の理解を
深める

合同企業説明会

③ 業界を超えた運転手募集



➢ 人材の奪い合いにならないこと

新たな人材（他業種・経験者・新規若手採用）の登用

「おでかけ交通」と「北九州モデル」を進める上での視座

１ おでかけ交通（公共交通全般）

➢ 将来を見据え、社会的（公共）負担をいかに抑えられるか  
⇒利用とドライバー参画を通して「地域で守る」市民の意識と理解

２ 北九州モデル（運転手募集）
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